
	
 

国際平和ビューロー（IPB）より4月7日、997.81 ドル（約84,285円）の被災者救援募

金が寄せられました。また、共同議長と事務局長から、以下のメッセージも寄せられました。	
 

	
 

友人と仲間のみなさんへ、	
 

日本での悲劇的な出来事に憂慮し、状況を見守っています。過去に核兵器の被害を受けた

日本の人々が、今は核エネルギーの被害に苦しんでいるということは、なんとも悲しいこと

です。関係当局が国民に対し、事態の進展とそれに伴う差し迫った危険および長期的な危険

について、十分な時宜を得た情報を提供することが極めて重要です。	
 

多くの悲劇の最中、原水協が津波や福島の事故で直接被害を受けた人々やその家族の方々

へ、実際に役に立つ支援や救援に取り組んでいることを知り励まされています。	
 

更に、同時に、原水協は新署名運動を開始し、今年の原水爆禁止世界大会の準備も行って

います。	
 

国際平和ビューロー（IPB）は、これらの活動を行っている原水協の支持者であることを

光栄に思います。	
 

共同議長	
 トマス・マグヌスン	
 

インゲボルグ・ブレイネス	
 

事務局長	
 コリン・アーチャー	
 

	
 

	
 

	
 

東日本大震災、福島原発事故 支援募金	
 続報 
	
 被災から１カ月、各地から支援募金が寄せられていますのでご報告します。 
	
 代表理事・赤松宏一	
 １００,０００円／静岡県袋井原水協・高橋潤次	
 ３６,０００円／
兵庫県灘原水協・管	
 １０,０５８円／小林秀一	
 １,０００円／朝戸理恵子	
 ５,０００円／
大越文扱い	
 ６,０００円／田中いずみ	
 ２,０００円／市川吉徳	
 １０,０００円／山口県
岩国・高岡曄	
 １０,０００円 
	
 新潟県原水協	
 １８,８３０円＝６日の新潟市内と長岡での６・９行動で寄せられた募金
／長野県原水協	
 ４、７８１円＝６日昼休みの６・９行動で寄せられた募金／茨城県龍ヶ崎

原水協	
 ２１,０００円＝６日午後、ＪＲ佐貫駅東口での６・９行動で寄せられた募金 

募金総額１７６万８４０９円（3月 17日~4月 11日） 

 


